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南中生のがんばりに大きな拍手！ 
 

 

 

◆第１回スマイルカップレスリング競技 中学男子階級別  第１位      さん 

 

◆第４４回山形県ジュニア空手道選手権大会 

 中学３年生男子組手 第３位      さん 

 中学２年生男子形  第２位      さん 

 中学３年生女子組手 第３位      さん 

中学３年生女子形  第１位      さん 

 中学３年生女子形  第２位      さん 

 中学３年生女子形  第３位      さん 

中学２年生女子形  第３位      さん 

中学生男子団体形  第２位 遠藤道場（    さん、    さん、    さん） 

 中学生女子団体形  第１位 遠藤道場（    さん、    さん、    さん） 

 

◆第４７回東北中学校陸上競技大会 

 男子共通２００ｍ    第１位      さん 

 女子２年１００ｍ    第１位      さん 

 男子共通４×１００ｍＲ 第４位 

男子総合        第５位 

 

 

 

 

陸上競技部が山口県で行われて
いる全国大会に出場しています。 
（8月 19日～24日） 



 
元気な顔が体育館にそろい、無事に 2 学期のスタ

ートを切ることができました。２１日間の夏休み、み
なさんはどのように過ごしましたか。それぞれに新
しい体験や思い出ができたことと思います。 
さて、この 8 月は、私たちが「命」や「当たり前

の日常」について深く思いを寄せる特別な期間でもあります。8 月 6 日、9 日の原爆の日、
そして 15 日の終戦記念日。日本は世界唯一の核被爆国です。テレビや新聞を通じて、戦争
と平和について考えた人も多かったのではないでしょうか。 
現代の戦争は、AI の導入で戦い方が大きく変わったそうです。ウクライナとロシアとの

戦争の攻撃の主流はドローン。ドローン開発に多額の資金が投入されています。アメリカと
イランの戦争は「史上初の本格的 AI 戦争」とも言われ、標的を選ぶことから攻撃完了まで
わずか 11 分で済むそうです。みなさんは、2 月にイランの小学校がアメリカの爆撃を受

け、なんの罪もない 175 人の命が奪われたことを知っていましたか？なぜ、小学校が爆撃
を受けたのか…。これは AI が更新されていない古いデータを使ったための誤爆と言われて
います。世界に目を向ければ、戦争によって大切な命や穏やかな暮らしが一瞬にして奪われ
ている人々がいることが分かります。 
私たちが向き合わなければならないのは戦争だけではありません。毎年のように日本を襲

う大規模な自然災害もまた、当たり前の日常を一瞬で奪い去ります。 
1 学期終業式の 7 月 28 日。熊本県で最大震度７の地震が発生しました。イオンモール

がガス爆発を起こしたシーンに衝撃を受けた人も多かったことでしょう。さらに、今月１３
日。わずか半日で 8 月 1 ヶ月分の約 3 倍にあたる猛烈な雨が降った「千葉豪雨」では、冠
水した道路で動けなくなり、放置された車両が約 2,700 台。いまだ６００台の車が道路を
ふさぎ、撤去の完了時期は見通せないとのことです。戦争や大規模な災害から、命の尊さ、
そして誰もが安心して暮らせることのありがたさを感じることができます。ただ、ありがた

さを感じるに留まらず、学ぶこと、自分たちができることは何かを考えることが大事です。 
戦後の焼け野原から立ち上がった人々や被災された方々を突き動かしているのは、「もう

一度、みんなで温かい日常を取り戻そう」と諦めない気持ちです。「自分にできること」を
探して一歩を踏み出しています。ただ待っていれば自然と平和が訪れるわけではありませ
ん。平和や復興の原点は、「目の前の人を思いやり、自分から一歩を踏み出す」ことにあり
ます。 
今日から始まる 2 学期には、大きな行事が目白押しです。思うようにいかなかったり、

意見がぶつかったり、挫けそうになる時があるかもしれません。そんな時、誰かが何かして
くれるのを待っていたり、誰かのせいにしたり、諦めるのではなく、「よし、やってみよう！」
と自分から行動を起こしてみてください。 

• 失敗を恐れず、自分の新しい役割や課題への challenge をやってみよう 
• 互いを尊重し、意見が違う仲間とも対話することをやってみよう 
• 困っている仲間を見かけたら「大丈夫？」「手伝おうか？」と手を差し伸べることを 

やってみよう 
相手を思いやり、対話と協力を「やってみる」こと。この積み重ねが、温かい学校を創り

ます。この小さな積み重ねが、ゆくゆくは平和で安心できる社会を創る、大きな力になるの
です。毎朝学校に通い、仲間と笑い合い、何かに夢中になれる日常がどれほど尊いものであ
るかを胸に刻み、一人一人の「やってみよう！」の challenge を重ね、南中全体が熱気と
感動と思いやりで満ちあふれる 2 学期になることを期待し、始業式のあいさつとします。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%8828%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%8A%E6%9C%AC%E7%9C%8C

